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本報告書は、塩ノ井山ノ神地糖の村道４号線の拡幅工事にあたり、11月19日（月）

より11月22日（木）まで試掘調査、11月26日（月）～12月26日（木）まで本調杢を実

施した発掘調査です。

工事予定地の付近には天伯遭跡や出頭沢遭跡などがあり、また現地の事前調査で石

器を採集できたことから遺跡が埋蔵されていることが予想されました。

このため試掘調査を行い、遺跡の有無の確昭をjliつたところ、住居跡が確詔できま

したので本調査に入りました。道路の拡幅分約28811（4m 幅で72m ）の発掘でした。

その結果、縄文時代中期中葉末の住居址２軒。及び平安時代前期の住居址１軒を確

詔することか出来ました。本遺跡はこれまで遺跡分布図に載っていない遺跡で、今回

の調査で遺跡であることが明らかとなりました。

３軒の住居址のうち、平安時代の住居址は。農地基盤整俯時の彫響をあまり受けて

おらず、当時の食器類や貯蔵具等が良好な状態で出土しました。

綱査期間が】1月下句から12月末までありましたが、12月になると数年ぶりの年内の

陣雪と厳しくなる来さで調査は難航しました。私や教冑次長も発掘調査に加わりまし

たが、担当者はじめ作業にかかわった人達の、寒風の中、槙気強く、そして手際よく、

しかも慎重に掘り進む真摯な姿勢に心うたれた次第であります。ここにあらためてご

協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。

南箕輪村教育委員会

教育長 伊 藤　 修



例 言

１　本書は長野県上伊那郡嘲箕蛤村683 －2飽に所在する塩ノ井山ノ神遺跡の発掘員 査報告書である。

２　銅査は南箕輪村による村適・号繍拡幅工事を契機4こ南箕鴨村教育委員会がおこなり たものである。

３　発掘爾査は平成13年Ｕ月19日から平成13年12月26日までおこない、引き続いて整理作業及ぴ報告書の執

摯をおこなヽた。

４　土器の復元は福沢幸一氏にお願いした。

５　遣構図はl :60 に統一した。

６　遺物実測圀は 】：３、Ｉ：４を基準にしているが、小個体の場合SこＩ：２とした。

？　爾査・整理にあたっての出土遺物及び國阪類は南箕輪村教青委貝会で保管している。
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第１章　遺跡の立地と環境

第１節　 遺跡 の位 置

塩ノ井山ノ神遺跡は南アルプスと中央 アルプスにはさまれた伊那谷北部の天竜川右岸、南箕輪村683 番地

２他( 字山ノ神) に位置している。天竜川により形成された河岸段丘の最上段に位置する遺跡の標高は7で)6m

で、遺跡の一帯及びその酉側は上伊那郡内屈指の水田地蜀がひろがっているほか、経ヶ岳をはじめとする木

曽山脈を一望することができる。

弟 ｌ 圓 遺 跡 位 置 間 口 :20. 仙3 】

－ ｜ －



第２節　自然環境

南箕輪村は長野県伊那盆地北部の広く開けた地城の天竜川右岸に位ｌ している。地形約にみると西に位置

する木曽山脈経ヶ岳山地群に属する軽 夕岳南東郁の飛地を除いては、その麓を扇頂とする扇状地と天竜川に

より形成された沖積地から成っている。

扇状地は一郎天竜川、小沢川の複合扇状地にな９でいるが、ほとんどが大泉川により形成されたものであ

る。山覧から段丘突端部までの幡は最大で約4､511､ 標高は7{X}ｍから900m に及び､ 東へ約２度のゆるやかな

傾斜地となっている。

扇状地珊珊部は、雛壇状に段丘が形成されている。また、扇状地特有の湧水からなる小河川の浸食により

形成された沢がl{瀬 所みられる。

天竜川沿いに練く河岸段丘は最大で標高差約40m を渕り、‐ 部には断層 の影響 を観察できるところがある

ため、その地形形或は大泉川や天塩川等の河川の浸食だけではないことが推定される。

自然水系としては西の山地より流れる大泉川・大清水|||・戸谷川があるが、こ れらの河川は扇状地肩央郭

では伏蹴し水量が激減するが、瑞瑞郎付近で再び湧出する。この他に扁建部の段丘崖を源流とする北沢川・

唐沢jし 滝ノ沢川等の小河川が天竜j11に流れ込んでいる。これら小河川の湧水は水量及び水温が比較安定し

ているので、現在ではそれを利用したワサど栽培が行われている。この端掬郎からの湧水の水量と水質は、

昭和３年に磨状池を横切るｌ で遣られた渡漑用水幹線水路である西天竜水路の完戒と、それ4こ伴う大規模な

関田により変化したといわれる。

沖積地は昭和27年から29 年にかけて実施された土地改良事業により大規摸な水田地唇とな９たが。それ以

前は天竜川により形成された自然堤防による後背湿地と咳状地珊掬邦からの爾水により、幾つもの沼が点在

する大Ｉ 地号であり た。近年この地域は宅地化 がすすんでいるほか、国遺153号線箕輪バイパスの建殼がす

すめられている。

第３節　歴史的環境

南箕輪村には現在囃認されている遺跡は50を籤えるが、そのＵとんどは囃状壊を東洸する大泉jll 一大祷水

川 一戸谷川の両岸と。扁状蟻珊珊肺の天竜川右岸段丘上に位置､している。１た、天竜川神租地に仕北隣の箕

鴨町から広がる箕翰遣跡がみられる。

これらのなかで も堰名なものが「神子●遺眸」である。神子柴区大清水地籍に位置する同遺略は昭和33年

に1日石器時代の遺跡として発見 一爾査され、神子柴型石器一括gl 重要文化財指定）の検出をみた。

縄文時代では、これまでに天伯量路ヽ -大芝竃遣●・ｔ 高根Ａ柵籐・高根遺跡・痔高根遺跡なとまに中央自

動車道廸穀に伴う発掘躊査により遺構・砲物が礒認されている。これらの調壷では前期以前の遺書は確認さ

れていないが、神子柴遺跡の第３次調査で押型文土器・茅山式土器の破片が出土している。また、大芝東遺

跡・南高根遺跡・北高摂Ａ遺肺においても早期末から餉期にかけての木禽式 一天神山式等土器片が出土して

いる。

住居址等、集落が想定できる遺構は天伯遺跡・大芝東遺跡・北高根Ａ遺眸で確認されている。これら|よ前

期から中擢l末にかけてのもので。量的には中期のものが圧例的に多い。この他に平成７年に胴査が実麓され

一一2－
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た久保上ノ平遺眸は中期中葉ヽ中葉末にかけての奥点的集落でありたことit硬認され、祭祀的な色合いが強

い遺構・遺物が多く出土した。後期 のものは現在のところ遺書・遺物ともに確認されていない。

晩期では遺構の検出はないものの。神子柴遺勝 一南高根遺跡一久保上ノ平遺跡で土葬片が出土している。弥

生時代では同時ft の遭跡蝕が少ない上、検出された・ 構・遺物４多くはない。天伯遠路・北高根Ａ遺跡・ｔ

垣外遺跡 一久保上ノ平遺跡で中期から後屈の遺購・偉嗇が検出きれている。久保上ノ平遺芽からlj住居址の

他に方形周講墓畔が検出された。 また、沖積地の箕輪遺跡からは住居址及び水田区面の検出は出来なかｇた

６のの、それらの存在をうかかわせる畦畔・水路略・土蕃・打製石斧・石鏃等の遺構・遺物がｌ 土している。

古墳時代では、子持勾 玉と直刀が出土したと伝えられる丸山古墳が造営されているllか、北垣外遺跡より

輔円簡形土製品が勘土し。古墳時代歴内祭祀関連の資料の迫加をみた。 また、天伯遭跡|二おいては、９軒の

住屠址が検・ され、そのなかから両部｡を欠いてはいるが須・ 器の高坏が・ 土してい る。

なお、発檻良査によるものではないが宮ノ上遠路より初期土匍器商台付童や五鈴蛯など注目すべき遺物が

出土している。

奈良 一平安時代をみると、集落1jさらに村内各河川の河岸段丘周辺を基軸 にしながら西方の山鴬付近にま

で広がりをみせるよ徊こなる。古代東山遭との関連も含め、今後の検肘踊題の一つである。

また。宮ノ上遭跡からは平安時ｆｔ．９１紀後半の犬●曇骨が謐鼻された石組の墳 募がほぼ完全な形で出土

している。焼骨を埋納してあった灰軸陶器鐙癩壷は完形で出土し、村指定文化肘となっている。

中欧4こは天竜川右岸の段丘縁i刄にその地形を和用して、細木城・中込墟・倉田妓・有鶯城・内城などの城

館が集かれている。

攘Ｉ表 問辺遺跡一覧表

番母 遺 跡 名 地　　 絡
時　　　　　 代

偏　　　　考
|日石 縄文 弥生 古墳 平安 中世

１ 雀ﾉ井山ノ神 塩　　 ノ　　 井 ○ ○

２ 久保上ノ平 久　　　　　　保 ○ ○ ○ ○ 平成７年度調査

３ 久　僅　下 久　　　　　　像 ○

４ 南　垣　外 久　　　　　　保 ○ ○
５ 天　王　原 久　　　　　　保 ○
６ 向　垣　外 塩　　 ノ　　 井 Ｏ ○ ○ Ｏ

７ 箕　　　輸 塩ノ井･久保木下一三日町 ○ ○ ○ ○ ○ 昭和S7年ヽ 平成６年次・ 査
８ 山　の　神 申　　　　　　込 ○ ○

９ 夭　　　伯 塩　　 ノ　　　弁 ○ ○ ○ ○ 昭和42年贋胃査

10 塩　ノ　井 塩　　 ノ　　　捧 Ｏ 平成６年度罵査

11 内　　　櫨 北　　　　　　章 ○ ○

12 出　豪　沢 塩　　 ノ　　　井 ○ Ｏ

13 堤　　　外 塩　　 ノ　　　路 ○

14 大　　　泉 大　　　　　　泉 ○ ○ Ｏ

15 西　垣　外 北　　　　　　殿 Ｏ ○ ○

16 北　垣　外 北　　　　　　蔵 Ｏ ○ ○ 平成Ｘ年度爾査

17 柴　　　宮 北　　　　　　殿 ○

18 大　県　下 南　　　　　　鞭 ○

19 秋 物 神 牡 北　　　　　　殿 ○ ○

3） 宮　ノ　上 晦　　　　　　量 ○ ○ 平成元年興奮

21 羽　　　抽 田　　　　　　畑 ○

22 田　　　畑 田　　　　　　畑 ○

Ｓ 神　子　柴 神　　 子　　 柴 Ｏ ○ Ｏ 昭和33年度・平成1(4調査

－ ４－
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第２章　調査の経緯

第 １節　 調査 の契機 と経過

村遭４号線は南北に村内を通る国道153号嫉の塩ノ井区から村内の西方に位置する大泉区へ通じる東西方

向に延びる道路で、国道から河岸段丘の最上段に至る間は入沢川に沿って道路が放置されている。

この入沢川の両岸にはいくつかの遺跡が確認されているが、なかで も昭和42 年に発掘飼査が実施された天

伯遭跡からは縄文時代中期・古墳時代後期・平安時代の集落が高い密度で検出され、入沢川周辺の河岸段丘

上には広い範囲にわたり道跡がひろがっていることが予想されていた。

平成13年度、村で村道４号線の拡幅工事が実施される事になり、村建設課より教育委員会へ拡幅予定地の

遺跡の有無の照会があった。

これを受けた教育委員会は、拡幅予定地は未周知の場所であったが周辺に遺構密度の高い天伯遺跡をはじ

めとするいくつかの遺跡が点在していることや、予定地付近において遇去に遺物の採集があったとの地域住

民からの話があったことから、道路拡幡予定範囲の試柵調査を実施することとした。

これに先駆け、工事が実施される于定地東飼に位置する水田の土地地権者により拡幅範囲内で耕土の掘削

が深さＭｓ 前後行われており、ここから試掘調査に入る前の現地爾査により石皿１点 を探集した。

賦掘調杢は拡幅予定範囲が東 から西へ向かい狭くなる形となっていたので、嗣査が可舵な拡幅予定地内の

東から水田５枚にわたる約288 ㎡の範囲を爾査区とした。

試掘臍査を実施したところ住居址３軒が確認できたことから、引き擁き本欄査に入った。調査にあたって

は未周知の遺跡であったので、調査地の地宇名から遺跡名を壇ノ井山ノ神遺跡とした。また、飼査をすすめ

るにあたり飼査区に平面直角・ 標第竃系( Ｘ＝0.(X)0，Ｙ＝0.(XX))の原点を毒準に２ｍｘ２ｍのグリッドを

股定し。グリッドの東西列をＡ～Ｙのアルフフペット、南北列を算用数孚とした。

調査は試掘飼査を平成13年11月16日より開始し、遺構の位置を確認したのち平成13年12 月26日まで調杢を

行った。

○講重日詰

11月

11月16日　トレンチを設置する。

19日　トレンチの掘削及び上面確認を行う。２軒の

住居址を確認。１号・２号住居址とする。

21)日 引き続き上面確認を行う。３軒目の住居址を

確匯。３号住居址とする。グリッド３の西に

設定したグリッド４では地山まで裏地基盤整

俯時の撮削により撹乱されていた痕跡がみら

れたため、調杢範囲をグリッド４より東側に

定める。

21日　２号住居址の検出に入る。ビット６基を礪忽

12月

12月３日　２号僅居址の検出を完了。写真撮彫、平面図

の紀録に入る。

－ ６ －

する。

26日　２号生居址と並行して３号住居址の検出に入

る。ピット５基と炉址を礪認する

27日　３号住居址の検出及び土層断面の配録を行う。

廣査区内にＢＭの設定をする。

28日　２号・３号僅居址の各ピ７卜の土層断面の記

録をとる。１号住居址の検出を開始。

29日　１号住居址より土師各・須恵咎の遺勧が多量

に出土。２号・３号住居址は引き続き検出を

おこなう。

４日

５日

爾天のため作業中止。

１号住居は11十層断面の記録。２号住居址は
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遭 物 の 取 り|･ げ 、 ３ 引IE 居 畑 は 川t. 遍物 の･『

自 国 を と る｡

痢 大 の た め 作 東･I111｡

2 け 住 居 址 と 重 複 し て い る|｡ 坑 の 槻 削胃 始 、

３ り･作り;址 は 遭 物 の 取lJlllr とｌ ｉ 図 の 記 録

ｃ 入 る 。

1011　1 りｰ{l{li･址 、| 一層 噺 １ を 記li 。:l りrt9; 址 の

測 量 図 化 完 ら

1111　2 111ﾐ 居 址 の 測ｌ 圓 化 を 間 始｡

1211　2 剔1 琳 地 、･rｉ 側 竃 ｒ ， １ り 荻1丼 址 カ マ ド

の ｔ ● 噺 １ を 記 趾 、

1311

1411

幽 大 の た め 作 東 中 １ 、

￥ 的 中 、 昨 日 溜 ま･､ た 剛 木 の 処 理 後 、 吹 呵;と

な り 作 集 中1に

第２節　調査の体制

○ 発 構 調 査

漓 査 担 り` 者

調 査 作 驀 員

寥　 勧　 岫

○整理作業

整理担当者

整理作業員

事　務　Ｍ

1711　2 sI ・ 3 s;住 ｇ 蛙 の 写 爽 槻 彫 と 】g･侈glj. の

カ マ ド の 検 出 及 ぴ||け 適 物 の 同 化 をli ｙ｡

IMll　l り･件り;jiの|11 11遣 物 の 図1ﾋ 及 ぴ･ 郎 遭 物 の

取ll l. げ を 有 う｡

19EI　 吽ll に 引 き続 き ｜ り･flEM･址 の 川1: 遭 物 の 図 化

及びJI 物 の 取 りlllr をII う｡･1･ 後 。 作 堤 休 み 、

ｓ11　 】引t 居 址 カ マ ド 周囲 の||け 遍 勧 の 凶 化 と 取

llげ 及 び 住gjt の 測 蕭 Ｍ 化 をli ゛j｡

2111　 降！; の た め 作 罠･111 、

2511　 降 １ の た め 作 東111111.

2611　1 り 住|♂:址 爾 ● 閥 化 完f｡ ヵ‘｡･ド の 柵 會 と記

録 、 訓 金 地 の 全 休 翻ｌ ．|;･づ11 をII･！ て 凋 膏

を 令 て 終 ｒ す る､。
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第３章　遺構と遺物

第１節　縄文時代の住居址

２号住居址

１号住居址より約11皿西側のＴＬ－３付近で謐出した。住居址のプラン|よ住居の大郁分丿哨1側の爾査区外

4こはいっているため判然としないが、楕円形を呈していると思われる。

畳残嵩4ま盟㎝～ＯｃＩである。壁の梱方は全体的にゆるやかな傾斜を呈しているが、北東部分で土坑Ｉと・

複しており、壁の立ち上がりは不明瞭だＱた。また東側§こおいても壁の立ち上 がりをとらえることがで きな

かった。周溝は北爾の誉の鯛辺にめぐらされ、深 さは16alヽ9a となっている。

床面はローム●まで掘り込まれ硬く叩き締めら れているが、検出した範囲では一郁を除き撹ｌ により床面

はほとんど破壊されている状想だった。

ピフトは６基挟出した。主柱穴はP2･P3･P5 と思われる。これらの疆さはＭｓ ～53aaと安定している。

P4 は摺方が斜めになりており、袋状となりてい る。

また、住居址東側に土坑２、その西興の住居址中央部よりのところに１ 塊３がみられた。土境２は不整円

血 ８ － ５

。｡ま

１ 旅戈 １ｙ・ ｓに・ftjaが ｝ ０Ｔ・1.7／1
21 凰ｓ Φ 呻－４叙甲１ｊａもしj」川 月
３ 限陶ａ１（sIが曇41　　1gyR2 ／2
1 芦斗●ｆ 呻 ４１１ｆ １夢｛含句 心

・ 褐１ 土｛･，ム犬 ッタ･ 次4●（ きｔjl j附 Ｕ／1g ローAI μWS

I二ぶを≒
・11S十 叫ﾑ 松子を多く貪り11 哨lｙl

物色土ＩＤ－４笞？を少ｔｇ６１　 １四 ／i
l二ぷS･・・ Ｒ十 吽ﾑ ｇ子を多く貪む11 祚 嗣ｙS

県 ６ 図　 ２ 号 住 居 址 実 測 図(j)
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形を呈し、東側から陪段状に拙り込まれ底面は平坦になっている。この土坑２と接する住居址東側床面には

長さが9ca ～10c11程の小石が貼床に坦め込まれるような状態でみられた。土坑２の覆土上層からは土器破片

が出土している。土坑３は長軸Ｍ肖･、短軸代㎞ の不整円形を呈しており。断面形が袋状で底面は平坦になっ

ている。この土坑３は覆土上の一都に貼床が鮪められたことから掘削債、人為的に埋め戻されたことが考え

られる。この土坑３からは遣物の出土はみられなかった。炉址は調査区内の検出範囲にはみられなかった。

遺物は覆土及び床ｉ 直上より深鉢型土器（図８－１～図８－５）、横刃型石器（図10－1 ・2 ）、ピフト２の

覆土中より石鏃（圀10 －3 ）が出土している。

本址の時期は遭物から縄文時代中期中葉末であると思われる。

３号住居址

２号住居址の西側に隣接した位置、ＹＨ－４付近より検出した。住居址のプランは住居の３分の１程度が

南側の調査区外にはいっているため判然としないが、楕円形を呈しているものと思われる。主軸はＮ－73 °

－Ｗを示すと思われる。

壁残商は12ca ～6 ，ｺlである。壁の推方は全体的にゅるやかな傾斜 を呈しでいるが北西部分がほぼ垂直に

なっている。壁残高はあ まりなかったものの検出した範囲では全体にわたって壁の立ち上がりをとらえるこ

とがで きた。周溝は壁の周辺にめぐらされ、謀さは13cI～4 ㎝である。床面はローム嘔まで掘り込まれ叩き

締められているが、検出した範囲では東壁付近の一郎を除き撹乱4こより床面はほとんど礦墳きれ、凹凸が著

しい状態だった。

ピットは８基検出した。このうち主柱穴はPI･P2･P3 と思われる。PB は斜めに細り込まれ断面が袋状と

－12 －
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なっている。

炉址はPI とP3 のほぽ中央に位置している。炉址の種類は地床炉で長軸51cxi、短軸39c11の不整円形の掘り

込みになっており、深さは8c11と浅い。炉底は赤変し硬化している。炉址東側で４つの石が床面直上より出

土したが、これらの石には被熱の跡は認められなかった。

遺物は少なく、住居址東側より深鉢型土器（図12 －1 ）l,ａ. 打製石斧（114 － 1 ）、炉址付近より石匙

（図14 一３）、石皿（図14 －2 ）がそれぞれ１点出土しているほか、表面採集により覆土上層より石皿（図版

12－ 5）がみられた。本址の時期Iよ遭勧から縄 文時代中期中葉末であると思われる。

－14 －



第２節　平安時代の住居址

１号住巨址

興査岫の竃側．ｙＴ－！忖i!iで検曲 Ｌた．僣E居41プランは烋居址の嘲iﾋ盾が調査区外lこ入りているため不

明であるが．畏軸は５ｍ狸とjl われる．雙残高li東雙で24～'11･－. 西壁でＳヽり亀･-である．主軸ａＮ一但'

－Ｗを禾すと恙われる．東諌には住居のｌ λ口能諺とみられる曼さ1咄ａｌ、幡釣郭ａｅ握り込みがみ.ら九た．

土層朧塵から他の遭構の重複とａ認められず、この住居址1こ伴うものと刳新Ｌた．

この匍分の鋤方li中瞰にｌ段 を蹟ltる盾段弑となっている．１段lia 凛 から値居城内に向か・て輦やかな

蜃卦になりでお昨、２段ｌ にあXこる廊ｓ の段は直接床面に蔓j●L ておらず、床 薦より僅かに低くなりでいる．

陛覆状の底面の練りlj全休豹に軟弱だ･３た．周庸|ま蒼警と東盈の入口施霞甫■ にみら虹･a。潔きは酉壁禰分

で1【㎞ ヽSc ●、東墜部分で ５ａヽ２叩である．

床沓ljローム●まで掘り込ま瓢叩毒輔めら れているが、住名駿裏飼とカマド周辺の一郭を除くと全体柏4こ

馨りぱ軟弱である．巷に住居晟北東部分lj 槽り込んだローム眉にかなりの凹凸がみられ、|ま･．きりと床面を

とらえることができなi･うた． また、東撥者近の味iS こ吐灰傭色粘土混じりの焼土．住辱ｔｔ 側の床圃には

辰蜀色鮎土がみられた．

ピ７Ｈｊ８基礦・Ｌた．遺情全てを着・していな6･ので李咄 としａｓヽ が検ａしたピットから判断すると、

主柱穴ljp4 と里われ恙．また．ｉ マＦ東側のP1･ P3 、入口鐘鼓と里われる欄●込み●分西のＰｓ・Ｆｙがみ

られるが、これらの繰さlよ】2臼ヽ22 匈と桟い１りのカマＦと入口施設と屡 われる節牙を紡ぷ練を中心1こ対春

にＩ!●されlfりI･の『ｌ隠がａ ぼ寿等であることから、これらは支柱であa,と恩われる．

このことからこの住居は主鮭を南北中央軸に圖1し、嵐醤硝に支社奮Ｓつ２本柱り 梱遣であることが考えら

れるが、住居内の撞町居間13 種穴がある可能性を残す。

Ｐ３･ Ｐｓｌこついても位置的|こみて本ｔ に剽逼するものであると里われるji、FI･Fa･ Ｐ･・Ｐs･ Ｐ?と月時

扁のものなのか薦ｌ 関係等があるのか1ま、は．きりＬなかう た.

・ マドは西壁に纂 築１ れてお●、鍼偏色粘貿土と転石･こよる石芯粘土１･１ドである．壁を わすかに細り込

＆ 棉集唇札でいる． カマlｒの債口に昿畏き4S㎝、１１２ｓ･●り嚇平な安山宕を敷石に偏えている．また．植●休

§こ芯として石鯉がされているが．これらの石Sま専平な●■を報長§こ掴えており．雙から賛口|こかけて徐々に

小さなものを並べている．カマド床●|こ焼土がみらf1 たが．あ まり広範細には広がりていな1,1.袖霜におい

ても火値 の影伊4ま偏かだ．たが、底郎め僣曇 蝕分1ま赤蜜硬化していた．

また．カマドの咲部|;よ凹凸があるものの燃焼部から畳にかけて輦々かな傾斜がつけられて1,･た．

■物はカマド付近と住居東側に集中して多くみられ、黒色土碁asll) 坏妬良C 趣16－ 】～圓16一15) 、梶

２点{116 －16・17}. 皿 ２点4116 －18 ・19). 長銅壷Ｓ点l 腿17 － 1 ～匯Ｉ?－６)．小型蜀２点( 罰17－

？・8). 鵬息翁坏２点{ll ●一加･21} 、長顎甕 ２点{ 凱麗－} ・２)、樋謨壹１点( ■11 －3) 、聳２点

(圓１８－４ －Ｓ)．氏澪岫 薯ｓｌ点{ 圓錨ZI}. ●1 貞C 凱111－２ａ か出土ｔているほか、覆ｔ中より砥石

１点( 悶1S- 6) と鉄製品Ｉ点1 国知－７}、鉄溥３点( ｌ 販婦－Ｓ) がそれぞ札Ｍ土している．

本ｉt・]時屑は遺約 から平安時代驚期．９世紀中集であると思おれる．

－15 －
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第18間　１号住居址出土逗物実測諏 勧

土坑１

２号住居址 の北東側都分と重複している。プランは北側の一都ｶt爾査区外に入っているが、不整形を足し

ている。複方は東側から西偏へ斜めに欄1}込 まれ、底面は凹凸がみられた。また、西側は袋状となウている。

覆土中からの遭物の出土はなかった。時期は判然としないが、２号住居址P5 の土層断面の観察から２号

住居廃絶以後のものと思われる。
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第４章　総 括

今ｌ の肩杢では縄文時代中期中葉末の住居址２軒と平安時代前期の住居址ｌ 軒を検出した。以下、調杢結

果についで成果と匯息をあげ、簡単であるがまとめとしたい。

成果としてまずあげられるのは平安時代蘭期の住居址である。住居址全体の検出はではなかったものの、

この住居址からは良好な状態で食器・煮炊具・貯蔵具が出土した。この住居にみられた食器類は黒色土器が

主体となっていたが、これまでの村内の調査事餌と比較すると黒色土器が食器の主流を占める時期のものと

しては、内容・藪ともに最も充実した ものになった。また、１軒の住居から出土した墨書・荊書土器の量も

これまでの村内の肩杢事例のなかでは最多のものであり、出土した食器全体に対し墨書・刻書のみられる土

器の占める割合が約30％となっており、この住居の性格を示唆するものと思われる。

住居のつくりについても出入口施設と思われるものの検出や、焚口に敷石を据えたカマド、住居の主軸方

向に支柱を置き、それに直交する中央軸に主柱を裾える２本主柱建 ちの構造が想定されるものであることな

ど。これらもこれまでの村内の鍔査事例にはみら れなかったものであり、遺勧・遺構ともに新たな資料の追

加をみたことの意嚢は大きいと考える。

この住居址の帰属時期は遺物から９世紀中奎のものと思われるが、出土した墨書・斯書土器の量や積投窯

の廊櫨14号窯式の灰軸陶器が出土している他、砥石が出土していることから鉄製利器の存在がうかがえられ、

集落の中核的な住居であったことが想定される。

この時期の集落は既に集落内に中核的な役翻をもっ と考えられる大璽住居とそれに付随する中・小型住居、

掘立柱建物で構成される形態がみられるようになウているか、今回検出した住居址は長軸が５ｍ程と規撲的

には中型の儡順に入る。集落全体の規模と中核的役割をもつ住居の規模が比例する等のことが考えられるが、

今回の爾査は広範囲にわたるものでなく検出住居址が１軒のため岡遺跡内にある同時期の住居址と比較する

ことができず、現時点では資料不足でありこの住居址の性格についての結論は今後の資料の増加を待って検

討しなければならない。

また、墨書土器についても今のところ出土事例が僅かであるため使用されている文字に共通性は見はiせず

検吋を加えるまでには至っていないが、こ れについても今後課題として取組んでい く必要がある。

縄文時代の遺構としては縄文時代中期中素末の住賑ま12軒を検出したが、双方ともに撹乱の影響を肩しく

受けていたため保存状態|よ良好ではなかった。 しかし、河岸殿丘の最上段まで集落が広がりていることが明

らかとな９たことで、岡辺昧の位置する入沢川と拐ノ潤沢川に挾まれた舌状台地とその周辺は広範囲にわた

り集落となりていたこと力f想定できるようになりた。

特に同遠路の東に隣接する天伯遺跡は昭和42年に胴童が行われているが、トレンチ規りを主体とした爾査

であるにもかかわらず、出土した縄文土器の量11久保上ノ平遺跡より偉かに少ない程度で、極めて高い密度

で遺構のあることか想定される。これ まで天伯遺跡に隣接した地娘では同時期の集 落は鯨められなかったがI

今回の俵査によりこの一帯には天伯を中心に複数期にわたる大規模な集落群が埋蔵されていることがうかが

える。

今後、この地域を含め村内の遺跡分布と範囲の精査を改めて行い、保存対策をさらにおしすすめることが

大きな課題になると思われる。

なお、最後になうたが冬季の厳しい環擁のなかで作業にあたって頂いた作業員の方々、本番の作成にあた

一 助－



り多大なご尽力を頂いた関係諸鐙奘にお札を申し上げるとともに、ご指導、ご搦力を頂いた先登諸氏に改め

て感附し、ご教示を頂 きながらそれを生かし きれなかっ たことをお詫びしたい。

第２裏　１号住居址出土土器一覧

大 別 種　 顕 器 種 数量 ％ 墨書一刻●の有無

食 器簸

(23点)

黒色土器
(内黒)

坏 15 66.2
農書　５点「上」・「田八丈」か？

不明（３）

釧書　１点「Ｘ」

椀 ２ 8.7 割書　1点「X」

11 ２ 8.7 無

須恵 器 坏 ２ 8.7 φ

灰粕陶器
枕 １ 4.35

皿 １ 4.35

煮 炊具
(８,匈

土師 器
長 胴甕 ６ 75.0

小 型甕 ２ 25､0

貯 蔵無
(５点)

須恵 器

長 瓢壹 ２ 如.0

短頭壹 ｌ 20.0

甕 ２ 40.0

I食 器1

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1(X)

坏　74S　　　　　　　　　　

㎜　

椀13 ％　　皿13 ％

【煮炊具】
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1CX)

蚤胴甕　751　　　　　　　　　　　　　　 小型甕25 ％

E貯蔵具l
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11)

畏覇習　40％　　　　　　 短搬嗇20 ％　　　　　　　　甕40 ％

第19図　１号住居址出土土器器種別構成瓢



第３衷 出土土器観察表 NＱI

Ｓ歯
圈 ＳＳ 、

魯形
法　・C・｝ 購　盛

飴 ｔ 娩ｇ
色1　　　嗣

鄙量＆土泣置 量　　　 孝
口窪 劃ｉ 昇高 外町 内面 外　・ 内　 匈

２号性

Ｓ－１ ｌ鉢 12.0 5､G14,8 ｆデ ナデ ●超かい ●・ に･iSI賢柾1
10yR聊

1こみ･ 変量色

暗YR 印
Ｓ 卑●ｔ卜

Ｓ ●ｔ ●．ＳＳ の文

様帯５単喋． 内壁lこ

炭 化御が 怜魯．

Ｓ－２ - 9.0 - 楠良 良好
檀 色
7.SyR聊

L'gい貴種剱
lmlM 1応

奴 方向の Ｘ本１ 儀の

・ 著大が●・ を分盲

しそ の闘を備方 向の

梵 韓で衆楓して1xろ．

ａ－３ - 10.1 - 紳 皇
(●粒少糞創

會・ l'
£囃1
1aR71

kこぷ9嘆 栓亀
四 帥 112

内 ●に概仙粉 が対瘤

して ぃ411 か，鯛霧

が みられ４．底 爾に

大 が剤ま艮てﾚ･るが

穿孔lましてぃａぃ ．

Ｓ－４ 21.1 - - ｉが● ミガ● 精良緻密 良好
ｌ赤褐色
2.5yR隔

攬 色
Z､SyRS 1局 摩匍

残 存 貰l ま無 文 ． 表 鴇

は 俸 み をお び｀む･ る ．

ｌ－５ 刄.3 - - tfj tf゛ 精鳥細書 にぶ,噴世色
laYR刄1 心SMI徨叡10yRSg ↓１

床蜀
ｔなI・

口 棒喝の贋・a 幕 政．

内 外紡ともにT 拿な
ナｆ 剃・ ，

３母佐 11－1 ●鉢
- 14.J - ナfj ｔｆ 砂着多い 奢遣

母 色
2.STRaS

瞑喬色
?.5y闘4鳶

康匍ｌ上
内 囃廠置で剥存 か目

立つ ．

｜素僅

1S－1
坏
C土｝

14.0 S,｜ S.SＤ芦ﾅﾀﾞ呻叶
ｆ

心びｷ 零 鼻 良好 厩黄梅色
1gYRS

鵬 も

jaV雲助 MO 梁曹I・

内 黒，昏金休IX・ み

が みらit4. 内 圃に
・・ １ 分あり。 底部

は圃ｌ 鼻・ り俵声l.

16－S 15.X 6,1●.S 番遭
番t

llYRtS

妬仄亀

llTRりl Ｓ 覆土申

内 黒，内爾 のミ ガざ

目賢 が・ で、 内・ め

・・ がllと んど 舅彫

して ぃる．モ・ へ？

切 り÷ナヂ匍盛 ．

11－3 12.? S,a3､S
晴 良

(嘔噫 少 量者) 良紆
署 色
UyR 緬

黒 色

?.SYRI.771齢0 床圀友よ

内 属．夥匍箇 に魯魯

あ り、･1輦芦隻 ．●

郎 ●嘸糸切り 十周辺

を ●・ 人ラ剤り ．

16－i 14､5 7,5 4.1 晴 輿
‘'x1嘆電色
|αyR7S

黒 色
1口yl哨 幼 覆・中

内 陣，･ 貫 降|二r上j

の晶 昏．牟砥 は圈転

豪 仰りで周辺銘 廳鰐

整．

Ｓ－Ｓ 14,3 5,1 4.1
・ 鼻

{小面少ｌ きl

・ 色

7.Sy肢6感
黒 色
?.5YR2y1

| まEま

憲 刄
床習

内 龍，側llこ皿 書ゐ

り．「Ｉ ＡＸ 」か？内

・ ぱ 襲用による 團粍

が・ Ｌ い．象単|ま目

砲 余・ りで．周 辺趙

雍 贋l.

16－6 - 182 - 曙・ にぶい賜色
?.SyR6S

悪幡色
10y負3/| Ｓ

mrt 儒

・顧土中

内 陣．表 艦|こｉ ●あ

り， 判餓不能．ａＳ

ｌｊ- 糸切りで 屑伺

を 凰輯49 剛り ．

14－7 - 6.45 - 不刺
徨 包
7.5yRa4

- 1聊 ･土申

威・ に魯Ｑあり 。・

随不 組．●･胤 は臼眼

糸 蜀６で同忌 憚濠繭
Ｓ･

16－S 1X,X 6k1 J.郭
〃

ﾍﾗﾐ9
啼 鳥

{●栓少量齢
にぷ

ぃ愉色
7､SyR酬

黒 色
?.5YI哨

liぼ
隻恚

痢眼底よ

内 臨。m に畳み

が みら11る。内 田1こ

鎬昏で「 Ｘ」が みら

れ＆． カマ ジ ル シ

か ？・ ・1ま回邨 糸ｇ

りで 朗ｉ 昂床胃 壁．

16－9 11.4
- - 匍友縁番 にぷい世色

5yli釧

黒 色

?.5YRj.η| 聊
内 胤。 口縁佃が 勁く

外 皮する．

16－10 12､2
- -

蜻 良

Ｍ 笞ヽ少 佩き） にぷ
ぃ徨色

7.5y窮剛
属 色
?.5¥1 1.℡ 軸

内県． 亀と比ぺ 唇歯

に厚 みがある．

1S一11 14,2
- -

桐友嘸番
復 色
5yli聊

黒 色
7.SYRI.7111周

ｌ・申
内 胤．阿・ 妁一 瓢li

騨路Ｌ でいる。

16－12 -
SL6

-
檜 鳥

(●稔少 會會)
にぷぃ樫色
7.5YIUMI

黒 色
7,5y11.711踊

床聞直上
概土中

内・ ．内肩 の３ 分の

２ が剌あ。 底部11目

転４・ りで周辺 命宋

聊豊．
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第３表 出土土器観察表 晦2

皿構
圃 敵 機，

葬堺
岐　 量C・） 鯛　 豊

胎 土 焼成
亀　　　 襄

騰會厦
由土位皿 慟　　　 考

口優 表脛 馨高 外● 内圖 外　 籍 内　爾

１号暖

16－13 坏
(土)

|＆２ - - 卯吋ナ
ﾛﾀｖtデ

ヘラぴ 辱
輪良皿音 良好

§こぷい 柵色

7.SYR 匈4 灰褐色7.5yR喊
IS 床薫1よ

内・ の炭 冊が禰威し

ている．内 蘆ヘラミ

ガキは衆 常|こ丁零．

妬一Ｍ 1&S - - にぷ1ヽ着色
?.SYR剛

明秦褐色
2.SyRSS 1濁 覗土中

内●の 捉緊が梱緩し

てい６．内 蓄ヘウミ

ガ寿は ●常 にT 事。

16－15 IS.6 - - 精 良 にみ喘鴫色
SYIM

顧隨
5YR4♂l

限9

内・ の良 素が鯛城し

ている． 内冒ヘラミ

ガ寿は 雑

16－16
檎
(土)

14.4 4.0＆38
魯 良

(砂暗少l古)
嗅黄世色
10yRaβ

黒 色
1aYI助

Ｓ カ？ド

内黒． ●に重み がみ

られる． 内ｌ に僻書

1こよる｢Ｘ｣あり． 廠

魯は 儒皿糸旬りで 貼

付け高 台．高台の 噺

冒は圖 角形．

16－17 IS.7 7.0S.66 精ａ執曹 Ciい賃看色
10YR酬

輿 色
)OyRI.7n 肌0 家Ｉ

内月． 璽みが少 なく

ほぽ１ 円 ．廠鵬|ま間

嘔糸切り の饅．貼付

け高台 がゥ く． 高古

新庸は四 角彫． 鳥台

月辺の 剽隻咄Ｓ常 に

T 車．

16－IS
輿
g土1

13.6 S.2 2.3 冊良機雷 に乙･費檀色
10yRtS

鳥 低

10YRZ/|
|彙ぼ
光恵 床●寵上

内礼 食條的に 豪み

がみら れる．畿 銘は

輯縁糸 偕りの餓、 貼

付け冑 台．高台 綴合

●の内 懐は雑だ が、

外需 は丁寧な飼ｌ と

なり てい る．又 、約

半分魯裏 の醜劃で ヘ

ラの貫 首礪が夜 る．

16－19
１１ ０

- - 嘱良
㎝･ 食覆亀
1(yYII恥

Ｓ 色
10YI刎 1βS 爾÷申

肖風． 外Ｓ Ｓ分の｜
は剥 藁．

16－匍 坏
(臓)

12.4 5.S 3.3 ロタＤｆｆ 精輿皿● 灰黄色15Y7β
灰黄色
2.SΥη2

U2 床ｌ寞上
覗土中

全休 に葦みがみら れ

ゐ． 塵儡は●輯糸 切

りで月 辺簒奪銅 皇．

16－21 12.9 - -
檜皇

(●粒少 量含)
像訊色
町YG¥1

縁仄色
10YG SI

隋）摩爾ｌよ

16－Z2
凰

(灰)
|＆０ 7,1 2.4

択自色
7.5Y7/1

鍼白色
7.5Y7n

完彫

全 休に査みがみ られ

る．口 母魯の先 着が

鋭角 な興ｌ とな る．

魯豊 が厚い．廠 概は

自丘 糸切りの 扱、貼

付け 高台．高合 の鮪

禰は 同角彫で、 底榔

にトチンのＳ が或 る.

●軸 は八ヶ柵け で、

内蜀 は廠の中心 峰を

障き 軸が賢かる． 外

輯は 群の杓２分 のｌ

に魯 紬尋れ
、轟 台i

で軸 が掛かる． 特徴

から 黒笹14号良 式と

恩 われゐ．

16－23
檎

(仄)
１１ ０ - -

灰白亀

?.5Y匈2

灰白i

10Y8/1 1馬 榎土中

17－｜ 畏Ｓ星 詞.S12.8簒2 ヘラナデ ぺ?ナヂ゙ 精 輿 にぷい蒔亀7.SYRSa にぷい褐色7.5YR6a ZySｉマド
薯ｔ中

内外・ ハケ輿 ●がみ

ら れ＆．外諏|まハケ

の カキ日はう す1ゝ

内薗 は中央よりＴ は

タヂ購豊．上は・ コ

剽隻 で、飴土の 積盾

は綺 輿に綱さ れてい

る．

17－2 19.6 - -
精 良

(砂敢 多く會) 1 之゙ 嘴晦色
10yR¥3

に
ａ噴毎色

旧Y11酬 lj4カマド横車ｌ･ 上

内 圃は口織囁 の和 ，

ヶの でコナヂ、 外頁

は口 織魯下から タテ

の 八ヶ圃整．
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第３表 出士土器観察表 N０3

量響 圃●S， ●形
諭　ｌ｛㎝｝ 繭　 盤

ｌ 土 焼成
色　　　 購

醇置出・ll皿 個　　　 事
にj径 ●径 冊鳥 外・ 内耳 外　圖 内　・

１●住

17－J 薯●客Ｓ１ - - ヘラナデ ヘラナデ 痢皇 良好 |‘
ａ噴暗色

10yR酬

1こぷ ふ･賢 栂 色

lgYIS 節 カマド

１７－４ 詞.2 9.2旅5 ヘチjf
吋爾後 啼良細漕

l曙 色
1gTR11

1't嘆覆低
四 哨 凋

ヵ７｝･
竃・中

全 体絢 に査＆ が少 な

く 、他のもの より 呼

嘘が 踪い ，外佩1こ八

夕の１ キ目が みられ

る．

17，5 21.3 - - 梱良
gふ･ 貧柵色
司yRM

にSpl 栓翫
ICyYR&9

t乃Q粛
・竃上

・tgl

口・ を仙く外・ さｔ

よう とＬ たと恩 われ

るが、 作りが魏 なな

め. 外・ が祠くｌ え

る．

17－6 22.1 - - 轜 血
{鵬呟参く刳

lこぶμ貿 圃急
)ＯｙＲ６Ｓ

Ｒ讐盾乖

10VRS 嘱
外●にハタり1 十目
がみられる．

17－7 小量甕
出

16､6 - -
灰陽色
?.SyﾇS2

1'゙ 噴・ｔ
|αΥＩＳ 訊0

外●111 初にjlケ鯛

喬し、 その瞳、篇 な

ヘラ ナタを加え でい

る，

17－S 14.0 7.2 E嘸節 口知ﾅｆ 砂ﾛﾅﾀ「 柵Ｓ覆宙 |こぷい痙色
7.5yi仙 仄褐色7,1ylg 第

玲
７Ｆ・

摩奮底上
･土中

円外 紡に１ キ自が み

ら れ４． 皇・iごRま麗

嘔糸 蜀９ 髪が残る。

IS－】長董ｌ
圓

10.4 7.a肱9 小石多く雷ひ 不臭 蜂累色7.Xy印 織仄亀7.Xy印 はli
奄彫

床圃

とビ・ れがあるもkl

ぼ完・ ．底・lこ糸 切

り疸 を残 す．

鴎-２ - - - 鴉鳥機密 厦 色
7.g 印

祠 包
7,W 恥 聊 痢圀奮よ

●然 岫が掛か． てい

る．

1卜 ３
・曹ｇ

圓
9.Q ?､6 13､2

卿 良
{小石少最會)

原 色
7.5y74

仄色
?,iytj1m

床爾

喩・lま舞 台ﾄ タ伽

り．－・ にら飾軸 か

掛か11

鴎-４ 甕
圓

- - -
へ?ナデ
タタ今

へ四

タタ今
帑奥●會 良好 腎庚色

SX;S
冑
尿色

SM91 聊 素国竃上

j6－5 曼
Ｓ ．１ - -

ナナ
ハ吟刈

タタキ
タヂｙ夕寿 精輿倣魯

縁罵色
1(X5y恥

縁原色

10GYSII
1ao素ｌ竃上

硬土巾

圃鵬 の吟外肩1こタタ

命 ●が残る． また．

一曲 に自然旨が廿 か

る， 叉．同一個 体と

旱ゎ れる撃片 がみら

れ＆1国原』6-241

第４表 出土石器紋察表

遺構 図版隔 分 鏑 石　 質
俵　　査（㎝） 重 丑

(g) 出土位置 億　　　　考
長さ 曙 厚さ

２号住

10－l 欄刃型石器 砂貿ホル〃 μノス S.8 13.4 1.2 IS2 床面

10－2 砂岩 S.0 ＆３ 1.6 40 夜土中

10－3 石鏃 威囃石 (l.55) ﾕ.75 o､35 １ Psl土中 先靖郁欠糧

３号佳

14－l 打謳石斧 砂怒 12.7 S,S 1､3 145 床頁竃上

Ｍ－２ 凹石 安山岩 (13.Q) 5.昴 4､8 346
大部分が欠損

。両面に

屠榎
，敲打痕が残るほ

か。髪買にも敵打喪が
ある。

14－3 檻欄刃器 砂岩 5.96 4.S 0.6 ﾕ4

１号住 18－6 砥石 凝仄岩 5,Z 4.4 2.0 54 沓土中 ４面ともに窟耗痕あり。

第５表 出土鉄製品・ 察良

遭構 匯盾尚 分 頬
浹　　普（ａ） 重 量

(i)
出土位ｌ 偏　　　　　　　幸

長さ 楷 厚き

１号住 18－7 鉄片 9.3 2.馮 1,4 12 覆土中 冑ぃ板状のものが重なりあっている。
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南箕輪村誌編纂委員会
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ふり がな

所 収遺 跡名

ふりがな

肝　在　地

コ　ー　ド
北 緯 東 経 調査期間 鯛査面積 胴査原因

市町村 遺跡番号

鐘陥M塀ａ ･ 齢aiJ い・C4
長野県上伊那郡

みt4べ●卜りＳ陶 箕輪村683-2

他

2885 50 35゙

52’

49’

137゙

56’

48″

匹11119

1

匹11a

湖㎡ 村遍４号漣拡

幅工事に伴う

発掘賢杢

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 蜘 特 記 事 項

塩ノ井山ノ紳 集落址 縄文

平安

縄文中期住居址　２

平安前期住居址　１

縄文土器 深鉢

石器 石斧 一石鏃

須恵器 長悪童

蛙ｌ 壷

坏

土師器 長胴甕

小型甕

黒色土器 坏

椀

皿

尻鴇陶器 皿

砥石・欧滓・鉄片

平安時代前期 Ｃ９世紀

中繁】の住居址で食器

具・煮器具・貯蔵冥類

が良好な状態で出土。
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